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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成22年4月15日(2010.4.15)

【公開番号】特開2008-209807(P2008-209807A)
【公開日】平成20年9月11日(2008.9.11)
【年通号数】公開・登録公報2008-036
【出願番号】特願2007-48286(P2007-48286)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ   9/09     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/10     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/01     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３６１　
   Ｇ０３Ｇ   9/10    　　　　
   Ｇ０３Ｇ  15/01    　　　Ｊ

【手続補正書】
【提出日】平成22年2月26日(2010.2.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　像担持体を帯電させる帯電工程、前記帯電工程で帯電された像担持体上に静電潜像を形
成する潜像形成工程、前記像担持体上に形成された静電潜像をトナーを用いて現像し、ト
ナー画像を形成する現像工程、前記像担持体上のトナー画像を中間転写体を介して又は介
さずに転写材に転写する転写工程、前記トナー画像を転写材に定着する定着工程を有する
画像形成方法であって、
　前記現像工程は、シアントナーを用いて現像を行う工程と、全光線透過率が３０％以上
である透明トナーを用いて現像を行う工程を少なくとも有し、
　ｉ）前記シアントナーのクロロホルム溶解液におけるシアントナーの濃度をＣｃ［ｍｇ
／ｍｌ］とし、波長７１２ｎｍにおける吸光度をＡ７１２とすると、ＣｃとＡ７１２の関
係が下記式（１）を満足し、
　　　２．００＜Ａ７１２／Ｃｃ＜８．１５・・・・・・（１）
　ｉｉ）前記シアントナーの粉体状態で求めた明度Ｌｃ*及び彩度Ｃｃ*が、
　　　２５．０≦Ｌｃ*≦４０．０、５０．０≦Ｃｃ*≦６０．０
であることを特徴とする画像形成方法。
【請求項２】
　前記転写材上でシアントナー画像が存在する画像部においては、最表層に全光線透過率
が３０％以上である透明トナー層が形成されていることを特徴とする請求項１に記載の画
像形成方法。
【請求項３】
　前記シアントナーは磁性キャリアと混合され、二成分現像剤として使用され、
　前記シアントナーと前記磁性キャリアとを混合した場合の前記シアントナーの摩擦帯電
量の絶対値が、５０ｍＣ／ｋｇ乃至１２０ｍＣ／ｋｇであることを特徴とする請求項１又
は２に記載の画像形成方法。
【請求項４】
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　前記トナーは磁性キャリアを含有する二成分系現像剤であり、前記磁性キャリアの真比
重が２．５ｇ／ｃｍ3以上４．２ｇ／ｃｍ3以下である現像剤を用いることを特徴とする請
求項１乃至３のいずれかに記載の画像形成方法。
【請求項５】
　前記トナーと前記磁性キャリアとを含有する二成分現像剤を収容する現像器を用いて静
電潜像を現像する現像工程を少なくとも有し、
　該現像器へは、少なくとも補給用のトナーと補給用の磁性キャリアを含有する補給用現
像剤が補給され、且つ該現像器からは過剰になった磁性キャリアが排出する画像形成方法
に使用するための補給用現像剤を用いることを特徴とする請求項１乃至４のいずれかに記
載の画像形成方法。
【請求項６】
　像担持体を帯電させる帯電工程、前記帯電工程で帯電された像担持体上に静電潜像を形
成する潜像形成工程、前記像担持体上に形成された静電潜像をトナーを用いて現像し、ト
ナー画像を形成する現像工程、前記像担持体上のトナー画像を中間転写体を介して又は介
さずに転写材に転写する転写工程、前記トナー画像を転写材に定着する定着工程を有する
画像形成方法であって、
　前記現像工程は、マゼンタトナーを用いて現像を行う工程と、全光線透過率が３０％以
上である透明トナーを用いて現像を行う工程を少なくとも有し、
　ｉ）前記マゼンタトナーのクロロホルム溶解液におけるマゼンタトナーの濃度をＣｍ（
ｍｇ／ｍｌ）とし、あたりの波長５３８ｎｍにおける吸光度をＡ５３８とすると、Ｃｍと
Ａ５３８の関係が下記式（３）を満足し、
　　　２．００＜Ａ５３８／Ｃｍ＜６．５５・・・・・・（３）
　ｉｉ）前記マゼンタトナーの粉体状態で求めた明度Ｌｍ*及び彩度Ｃｍ*が、
　　　３５．０≦Ｌｍ*≦４５．０、６０．０≦Ｃｍ*≦７２．０
であることを特徴とする画像形成方法。
【請求項７】
　前記転写材上でマゼンタトナー画像が存在する画像部においては、最表層に全光線透過
率が３０％以上である透明トナー層が形成されていることを特徴とする請求項６に記載の
画像形成方法。
【請求項８】
　前記マゼンタトナーは磁性キャリアと混合され、二成分現像剤として使用され、
　前記マゼンタトナーと前記磁性キャリアとを混合した場合の前記マゼンタトナーの摩擦
帯電量の絶対値が、５０ｍＣ／ｋｇ乃至１２０ｍＣ／ｋｇであることを特徴とする請求項
６又は７に記載の画像形成方法。
【請求項９】
　前記トナーは磁性キャリアを含有する二成分系現像剤であり、前記磁性キャリアの真比
重が２．５ｇ／ｃｍ3以上４．２ｇ／ｃｍ3以下である現像剤を用いることを特徴とする請
求項６乃至８のいずれかに記載の画像形成方法。
【請求項１０】
　前記トナーと前記磁性キャリアとを含有する二成分現像剤を収容する現像器を用いて静
電潜像を現像する現像工程とを少なくとも有し、
　該現像器へは、少なくとも補給用のトナーと補給用の磁性キャリアを含有する補給用現
像剤が補給され、且つ該現像器からは過剰になった磁性キャリアが排出する画像形成方法
に使用するための補給用現像剤を用いることを特徴とする請求項６乃至９のいずれかに記
載の画像形成方法。
【請求項１１】
　像担持体を帯電させる帯電工程、前記帯電工程で帯電された像担持体上に静電潜像を形
成する潜像形成工程、前記像担持体上に形成された静電潜像をトナーを用いて現像し、ト
ナー画像を形成する現像工程、前記像担持体上のトナー画像を中間転写体を介して又は介
さずに転写材に転写する転写工程、前記トナー画像を転写材に定着する定着工程を有する
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画像形成方法であって、
　前記現像工程は、イエロートナーを用いて現像を行う工程と、全光線透過率が３０％以
上である透明トナーを用いて現像を行う工程を少なくとも有し、
　ｉ）前記イエロートナーのクロロホルム溶解液におけるイエロートナーの濃度をＣｙ（
ｍｇ／ｍｌ）とし、あたりの波長４２２ｎｍにおける吸光度をＡ４２２とすると、Ｃｙと
Ａ４２２の関係が下記式（５）を満足し、
　　　６．００＜Ａ４２２／Ｃｙ＜１４．４・・・・・・（５）
　ｉｉ）前記イエロートナーの粉体状態で求めた明度Ｌｙ*及び彩度Ｃｙ*が、
　　　８５．０≦Ｌｙ*≦９５．０、１００．０≦Ｃｙ*≦１１５．０
であることを特徴とする画像形成方法。
【請求項１２】
　前記転写材上でイエロートナー画像が存在する画像部においては、最表層に全光線透過
率が３０％以上である透明トナー層が形成されていることを特徴とする請求項１１に記載
の画像形成方法。
【請求項１３】
　前記イエロートナーは磁性キャリアと混合され、二成分現像剤として使用され、
　前記イエロートナーと前記磁性キャリアとを混合した場合の前記イエロートナーの摩擦
帯電量の絶対値が、５０ｍＣ／ｋｇ乃至１２０ｍＣ／ｋｇであることを特徴とする請求項
１１又は１２に記載の画像形成方法。
【請求項１４】
　前記トナーは磁性キャリアを含有する二成分系現像剤であり、前記磁性キャリアの真比
重が２．５ｇ／ｃｍ3以上４．２ｇ／ｃｍ3以下である現像剤を用いることを特徴とする請
求項１１乃至１３のいずれかに記載の画像形成方法。
【請求項１５】
　前記トナーと前記磁性キャリアとを含有する二成分現像剤を収容する現像器を用いて静
電潜像を現像する現像工程を少なくとも有し、
　該現像器へは、少なくとも補給用のトナーと補給用の磁性キャリアを含有する補給用現
像剤が補給され、且つ該現像器からは過剰になった磁性キャリアが排出する画像形成方法
に使用するための補給用現像剤を用いることを特徴とする請求項１１乃至１４のいずれか
に記載の画像形成方法。
【請求項１６】
　（ｉ）像担持体に第１の静電荷像を形成し、シアントナー、マゼンタトナー、イエロー
トナー及び全光線透過率が３０％以上である透明トナーからなるグループから選択される
第１のトナーで静電荷像を現像して第１のトナー画像を像担持体上に形成し、第１のトナ
ー画像を中間転写体を介して、または、介さずに転写材に転写し、
　（ｉｉ）像担持体に第２の静電荷像を形成し、シアントナー、マゼンタトナー、イエロ
ートナー及び全光線透過率が３０％以上である透明トナーからなるグループから選択され
る第２のトナーで静電荷像を現像して第２のトナー画像を像担持体上に形成し、第２のト
ナー画像を中間転写体を介して、または、介さずに転写材に転写し、
　（ｉｉｉ）像担持体に第３の静電荷像を形成し、シアントナー、マゼンタトナー、イエ
ロートナー及び全光線透過率が３０％以上である透明トナーからなるグループから選択さ
れる第３のトナーで静電荷像を現像して第３のトナー画像を像担持体上に形成し、第３の
トナー画像を中間転写体を介して、または、介さずに転写材に転写し、
　（ｉｖ）像担持体に第４の静電荷像を形成し、シアントナー、マゼンタトナー、イエロ
ートナー及び全光線透過率が３０％以上である透明トナーからなるグループから選択され
る第４のトナーで静電荷像を現像して第４のトナー画像を像担持体上に形成し、第３のト
ナー画像を中間転写体を介して、または、介さずに転写材に転写し、
　　（ｖ）転写材上の第１乃至第４のトナー画像を加熱定着することにより、転写材にフ
ルカラー画像を形成するフルカラー画像形成方法であって、
　Ｉ）前記シアントナーのクロロホルム溶解液におけるシアントナーの濃度をＣｃ［ｍｇ
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／ｍｌ］とし、波長７１２ｎｍにおける吸光度をＡ７１２とすると、ＣｃとＡ７１２の関
係が下記式（１）を満足し、
　　　２．００＜Ａ７１２／Ｃｃ＜８．１５・・・・・・（１）
　前記シアントナーの粉体状態で求めた明度Ｌｃ*及び彩度Ｃｃ*が、２５．０≦Ｌｃ*≦
４０．０、５０．０≦Ｃｃ*≦６０．０であり、

　ＩＩ）前記マゼンタトナーのクロロホルム溶解液におけるマゼンタトナーの濃度をＣｍ
（ｍｇ／ｍｌ）とし、あたりの波長５３８ｎｍにおける吸光度をＡ５３８とすると、Ｃｍ
とＡ５３８の関係が下記式（３）を満足し、
　　　２．００＜Ａ５３８／Ｃｍ＜６．５５・・・・・・（３）
　前記マゼンタトナーの粉体状態で求めた明度Ｌｍ*及び彩度Ｃｍ*が、３５．０≦Ｌｍ*

≦４５．０、６０．０≦Ｃｍ*≦７２．０であり、
　ＩＩＩ）前記イエロートナーのクロロホルム溶解液におけるイエロートナーの濃度をＣ
ｙ（ｍｇ／ｍｌ）とし、あたりの波長４２２ｎｍにおける吸光度をＡ４２２とすると、Ｃ
ｙとＡ４２２の関係が下記式（５）を満足し、
　　　６．００＜Ａ４２２／Ｃｙ＜１４．４・・・・・・（５）
　前記イエロートナーの粉体状態で求めた明度Ｌｙ*及び彩度Ｃｙ*が、８５．０≦Ｌｙ*

≦９５．０、１００．０≦Ｃｙ*≦１１５．０
であることを特徴とするフルカラー画像形成方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　さらに、本発明は、前記トナーと前記磁性キャリアとを含有する二成分現像剤を収容す
る現像器を用いて静電潜像を現像する現像工程を少なくとも有し、
　該現像器へは、少なくとも補給用のトナーと補給用の磁性キャリアを含有する補給用現
像剤が補給され、且つ該現像器からは過剰になった磁性キャリアが排出する画像形成方法
に使用するための補給用現像剤を用いることを特徴とする画像形成方法に関する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　まず本発明は、像担持体を帯電させる帯電工程、前記帯電工程で帯電された像担持体上
に静電潜像を形成する潜像形成工程、前記像担持体上に形成された静電潜像をトナーを用
いて現像し、トナー画像を形成する現像工程、前記像担持体上のトナー画像を中間転写体
を介して又は介さずに転写材に転写する転写工程、前記トナー画像を転写材に定着する定
着工程を有する画像形成方法であって、
　前記現像工程は、シアントナーを用いて現像を行う工程と、全光線透過率が３０％以上
である透明トナーを用いて現像を行う工程を少なくとも有し、
　ｉ）前記シアントナーのクロロホルム溶解液におけるシアントナーの濃度をＣｃ［ｍｇ
／ｍｌ］とし、波長７１２ｎｍにおける吸光度をＡ７１２とすると、ＣｃとＡ７１２の関
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係が下記式（１）を満足し、
　　　２．００＜Ａ７１２／Ｃｃ＜８．１５・・・・・・（１）
　ｉｉ）前記シアントナーの粉体状態で求めた明度Ｌ*及び彩度Ｃｃ*が、
　　　２５．０≦Ｌｃ*≦４０．０、５０．０≦Ｃｃ*≦６０．０
であることを特徴とする画像形成方法に関するものである（マゼンタトナー画像、イエロ
ートナー画像、及びフルカラー画像形成については順次後述）。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
　また、本発明の画像形成方法では、前記マゼンタトナーのクロロホルム溶解液の濃度Ｃ
ｍ（ｍｇ／ｍｌ）、波長５３８ｎｍにおける吸光度Ａ５３８とすると、波長５３８ｎｍに
おける単位濃度（ｍｇ／ｍｌ）あたりの吸光度を表すＡ５３８／Ｃｍが、下記式（３）
　　　２．００＜Ａ５３８／Ｃｍ＜６．５５・・・・・・（３）
を満足するとき、着色剤の含有量の多い着色力の強いマゼンタトナーとなり、トナー消費
量を低減することができる。波長５３８ｎｍにおける単位濃度（ｍｇ／ｍｌ）あたりの吸
光度は、２．００より大きく６．５５未満であり、好ましくは２．４０より大きく４．９
０未満である。Ａ５３８／Ｃｍが２．００以下のとき、トナーの質量あたりの着色度が低
くなり、必要となる着色度を得るために、記録紙上のトナー載り量を多くし、トナー層を
厚くすることになる。そのため、トナー消費量を低減することができず、転写定着時にチ
リが発生したり、画像上のライン画像、文字画像のラインの中央部が転写されずにエッジ
部のみが転写される、「転写中抜け」が発生することがある。一方、Ａ５３８／Ｃｍが６
．５５以上のとき、充分な着色力は得られるが、明度が低下し、画像が暗く、鮮やかさが
低下しやすい。また、トナー表面へ露出した着色剤の量が多くなることで、トナーの摩擦
帯電性へ悪影響を与え、弱摩擦帯電トナーが生じ、画像白地部でカブリが発生したり、ト
ナー飛散により装置内を汚染することがある。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
　また、本発明の画像形成方法では、前記イエロートナーのクロロホルム溶解液の濃度Ｃ
ｙ（ｍｇ／ｍｌ）、波長４２２ｎｍにおける吸光度Ａ４２２とすると、波長４２２ｎｍに
おける単位濃度（ｍｇ／ｍｌ）あたりの吸光度を表すＡ４２２／Ｃｙが、下記式（５）
　　　６．００＜Ａ４２２／Ｃｙ＜１４．４・・・・・・（５）
を満足するとき、着色剤の含有量の多い着色力の強いイエロートナーとなり、トナー消費
量を低減することができる。波長４２２ｎｍにおける単位濃度（ｍｇ／ｍｌ）あたりの吸
光度は、６．０より大きく１４．４未満であり、好ましくは７．０より大きく１２．０未
満である。Ａ４２２／Ｃｙが６．０以下のとき、トナーの質量あたりの着色度が低くなり
、必要となる着色度を得るために、記録紙上のトナー載り量を多くし、トナー層を厚くす
ることになる。そのため、トナー消費量を低減することができず、転写定着時にチリが発
生したり、画像上のライン画像、文字画像のラインの中央部転写中抜けが発生することが
ある。一方、Ａ４２２／Ｃｙが１４．４以上のとき、充分な着色力は得られるが、明度が
低下し、画像が暗く、鮮やかさが低下しやすい。また、トナー表面へ露出した着色剤の量
が多くなることで、トナーの摩擦帯電性へ悪影響を与え、弱摩擦帯電トナーが生じ、画像
白地部でカブリが発生したり、トナー飛散により装置内を汚染することがある。
【手続補正７】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６４】
　本発明におけるトナー（補給用を含め）の好ましい態様は、以下の第一の態様のトナー
および第二の態様のトナーが挙げられる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６１】
　次に、上述構成の画像形成装置の動作（第１の静電荷像、第１のトナー画像がイエロー
の例）を説明する。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６６】
　一方、分離後の記録材Ｐは、定着装置１２に搬送され、定着ローラ１２ａと加圧ローラ
１２ｂとによって加熱・加圧され、これにより表面にトナー像が溶融されて加熱定着され
る。トナー像定着後の記録材Ｐは、排紙ローラ１３，１４によってフェイスダウンで排紙
トレイ１５上に排出される。これで、１枚の記録材Ｐに対するカラー画像の形成が終了す
る。なお、定着後の記録材Ｐをフェイスアップで排出させる場合には、排紙ローラ１３か
ら開放状態の開閉自在なフェイスアップトレイ１６上に排出させる。
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